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こんにちは！ 展示交流員です。 
 

 

交
流
ノ
ー
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私たちは、琵琶湖博物館の案内だ
けでなく、展示を通してみなさん
と交流し、みなさんに身近な自然
や生活へ目を向けていただく『か
けはし』となっています。どうぞ
お気軽にお声をかけてください。 

電子の仮想空間も 
「フィールド」 
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　「どこでも博物館」とい

うのは、博物館活動を進め

る「フィールド（現場）」

は館内だけではないという

意味です。この「フィール

ド」は、主に地域の自然や

くらしのことを指します。

でも、電子ネットワークの

仮想世界の中にも「フィー

ルド」があります。 

　最近は、ほとんどの博物

館施設がネットワーク上で

何らかの情報を発信するよ

うになりました。とはいえ、

その発信内容はさまざまで

す。簡単な来館利用情報に

とどまるところもあれば、

さまざまな調べごと情報を

公開しているところもあり

ます。各館の電子活動を比

較検討する中から、博物館

活動の「あるべき姿」を探

る「博物館学」の研究が進

むこともあります。 

　また、電子ネットワーク

を利用した「人のつながり」

を展開しているところもあ

ります。この展開は、イン

ターネットブーム以前の「パ

ソコン通信」の時代から各

地で進められていました。

琵琶湖博物館に関わりが深

い「ホタルダス」「ビワコ

ダス」「水環境カルテ」な

どの活動も、パソコン通信

を通じた「人のつながり」

で発展した側面があります。 

　このような「電子仮想空

間」に関わる研究成果は、

この「うみんど」誌上でも

第 3号・第 20 号などでご

紹介してきました。今後も

期待されるアプローチの一

つです。 
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今
年
の
３
月
ま
で
、
県
内

各
地
で
収
集
さ
れ
た
１
万
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以
上
の
民
具
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民
具
で
も
同
じ
で
、
琵
琶

湖
で
使
わ
れ
て
い
た
漁
具
か

ら
は
、
人
々
と
琵
琶
湖
の
関

わ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
コ
イ
ト
ア

ミ
に
は
、
材
質
、
網
目
、
長

さ
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
丹

念
に
観
察
す
る
と
、
魚
を
捕

る
た
め
に
人
々
が
創
意
工
夫

を
重
ね
て
き
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こ
と
が
よ
く

わ
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り
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こ
う
し
て
整
理
し
た
資
料

が
、
こ
の
３
月
に
資
料
目
録

と
し
て
公
刊
さ
れ
、
多
く
の

方
に
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報
を
共
有
し
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民
具
の
資
料
整
理
は
一
段

落
し
、
今
は
「
は
し
か
け
」

と
し
て
温
故
写
新
と
い
う
グ

ル
ー
プ
で
、「
今
」
を
写
真

に
記
録
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
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考
古
資
料
や
民
具
資
料
と

同
じ
よ
う
に
、
今
度
は
こ
れ

が
「
今
」
の
時
代
を
語
る
モ

ノ
と
し
て
保
存
さ
れ
、
未
来

の
誰
か
が
「
今
」
の
時
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を

知
る
手
が
か
り
と
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嬉
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　今回は、Ｂ展示室で行われ
た「交流員と話そう」からの
取材です。来館者の方とどん
な交流があったのでしょうか。 
 
「疏

そ

水
すい

を歩く―疏水の水を
使った庭―」（中村交流員） 
　琵琶湖の水を京都に送っ
ている琵琶湖疏水について
ですね？ 
 
　琵琶湖疏水は明治時代に
つくられたもので、疏水か
らの水は京都のいくつかの
庭園に引き込まれたり発電
にも使われたりしています。 
　琵琶湖の水が飲料水だけ
でなくさまざまな利用がさ

れているわけです。京都の
文化を語るうえでも興味深
いものですので、ぜひ皆さ
んに知ってもらいたいと思
いました。 
 
　何か、活動されているので
すか？ 

 
　疏水に興味がある仲間と
いっしょに、現地を見に行
ったり船に乗ったりして楽
しんでいます。身近に水が
存在している空間は癒

いや

しの
空間であると思います。 
 
「弥生土器の文様」 

（石川交流員） 
　このテーマを選んだ理由は？ 
 
　もともと焼き物に興味が
ありました。それで前回、
縄文土器についてお話をし
て好評でしたので、今回は
次の時代の弥生土器をテー
マとして考えました。 
 
　来館者の方とはどのよう
な交流をされましたか？ 
 
　実際に土器のかけらを手
にとってもらって観察して
もらいました。そして、粘

土と道具（魚の骨、貝殻な
ど）を使ってオリジナルの
文様を作ってもらいました。 
　ガラスケースの中に展示
してある土器のかけらは見
過ごすことが多いと思いま
すが、こうやって実際に文
様を作ってみると、土器に
ついていろいろと理解して
もらえたと思います。また、
それが興
味の発端
になれば
と思いま
す。 
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